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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
栗

野
出
張
所
が
大
口
に

統
合
さ
れ
た
た
め
、

財
産
を
取
得
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
今

後
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
シ
ル
バ
ー

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
入

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
職
員
宿
舎
は

築　

年
と
古
い
た
め

３８
修
繕
費
用
が
か
か
り
、

単
身
者
向
け
の
町
営

住
宅
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
第
４
回
定
例

１８

会
は
、　

月　

日
開
会
、

１２

１２

　

日
ま
で
の　

日
間
の
会

２２

１１

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成

　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

１８算
、
特
別
会
計
補
正
予
算

３
件
の
ほ
か
、
条
例
制
定

２
件
、
改
正
１
件
を
原
案

可
決
し
、
陳
情
書
１
件
を

採
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
で
は
、
改
革

の
一
環
と
し
て
今
後
の
議

員
定
数
及
び
議
員
報
酬
等

の
内
容
に
つ
い
て
も
議
論

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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宿 舎宿　舎 ハローワーク栗野出張所ハローワーク栗野出張所
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　県単急傾斜地崩壊対策事業工事費（６箇

所：栗野地区４箇所、吉松地区２箇所）と

して2,650万円が計上されている。

　

昭
和　

年
以
前
に
建

５６

設
さ
れ
た
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
の
物
件
（
９
棟

分
）
に
対
し
、
国
か
ら

調
査
す
る
よ
う
要
請
さ

れ
た
も
の
で
、
調
査
委

託
料　

万
円
の
計
上
で

３３０

す
。
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調
理
場
が
新
築
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
準

備
経
費
で
す
。

　

食
器
類
は
環
境
ホ
ル
モ
ン
を
出
さ
な
い

ポ
リ
エ
ス
チ
レ
ン
・
ナ
フ
タ
レ
ー
ド
製
を

購
入
し
ま
す
。

般若寺・山下地区般若寺・山下地区

完成目前の調理場（北方地区）完成目前の調理場（北方地区）

　

ま
た
、
吉
松
給
食
セ

ン
タ
ー
で
使
用
し
て
い

た
運
搬
車
（　

ｔ
）
を

１.５

３
ｔ
車
に
買
い
替
え
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
吉
松

校
区
の
運
搬
が
一
括
し

て
行
え
、
運
搬
時
間
の

短
縮
が
図
ら
れ
ま
す
。 新しくなる食器・食管新しくなる食器・食管

外壁の老朽化が見られる吉松中学校外壁の老朽化が見られる吉松中学校
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結　果提　案　理　由　等議　　　案

���������	
	��
�������
【主な内訳】
保険給付費の実績に基づく今後の見込計上と交付税
確定及び１７年度決算確定に伴う財源調整が主なもの。

国民健康保険事業
特別会計補正予算
「第２号」

第１３５号

���������	
	���
������
【主な内訳】
歳出の医療給付費、医療費支給費の補正は、実績に
基づく見込み額。歳入では支払基金交付金で、過年
度分の清算確定によるもの。

老人保健事業特別
会計補正予算
「第１号」

第１３６号

���������	
	���
������
【主な内訳】
歳入で制度改正による２号被保険者の交付金が３２％
から３１％に１％引き下げられたことと、施設に係わ
る国の負担率が２０％から１５％に引き下げられその分
の５％が県に委譲されたこと、また１７年度の決算確
定による補正が主なもの。

介護保険事業特別
会計補正予算
「第３号」

第１３７号

��������	�
��
������
【主な内訳】
県北部豪雨被害義援金分配金とシルバーケアセン
ターの泉源調査に係る費用。

一般会計補正予算
「第９号」第１４０号

������������������������������������������������������������������������������������
結　果提　案　理　由　等議　　　案

３月１日以降、これまでの医療費助成の受給に際し
ての面倒な申請手続きが不要となり、町で発行する
受給資格者証を提示するだけで、それぞれの医療機
関で支払った金額が合算され、小額であっても確実
に給付されるようになります。（県内の医療機関）

乳幼児医療費助成
条例の一部改正第１３３号

������������������������������������������������������������������������������������
結　果提　案　理　由　等議　　　案

安心・安全なまちづくりは、自らの安全は自らが守
る意識の下に町、町民、事業者及び土地・建物・店
舗等の所有者のそれぞれの責務、役割を明らかにす
るとともに地域住民の犯罪防止意識の高揚を図り、
地域安全活動の推進により、安心・安全な地域社会
の構築を目的とする。

安全・安心まづ
くり条例第131号

���������������������������������������������������������������������������������������������������������
結　果提　案　理　由　等議　　　案

９月１日から休館していた森のやかた湯ったり館。
１１月７日の臨時会において、竹中地区生産加工組合
（組合長　山内一範氏）が指定管理者として指定さ
れ、１２月５日より営業を再開しています。指定の期
間は平成２３年３月３１日まで。

森のやかた湯った
り館の管理運営に
関する指定管理者
の指定

第１１７号
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提出先提　出　理　由　等発　　　議

内閣総理大臣
安倍晋三氏

厚生労働大臣
柳沢伯夫氏

財務大臣　　
尾身幸次氏

次の点について政府は早急に対応されるよう要望する。　
１．必要なリハビリ阻害状況の実施調査の実施。
２．給付日数を撤廃し、患者の実績に応ずるリハビ
リの実施。

３．施設基準を重症心身障害児施設等に限定せず、
脳血管リハビリ等４疾患リハビリ施設を含める。

４．効果が認められる全てのリハビリを医療保険で
の継続が可能とする。

リハビリテーショ
ンの診療報酬制度
に関して調査と改
善を求める意見書

第８号

���������������������������������������������������������������
結　果提　案　理　由　等議　　　案

県北部豪雨災害によって故障した川添排水機場内各施設
の災害復旧工事です。
【機械施設】　　　　　　　【電気施設】
契約金額　　７３５０万円　　　契約金額　　６３００万円
契約の相手　福岡市　　　　契約の相手　鹿児島市
　　　　　　株式会社　　　　　　　　　株式会社
　　　　　　鶴見製作所　　　　　　　　栄電社

　　　　

工事請負契約の
締結

第１３８号

第１３９号

門前排水機場各施設の新設工事です。
【ポンプ施設】　　　　 　　【除塵機施設】
契約金額　 ７５，４４２，５００円　　契約金額　 ４２，０００，０００円
契約の相手 福岡市　　　　　契約の相手 鹿児島市
　　　　　 株式会社石垣　　　　　　　 株式会社ミゾタ
【電気施設】　　　　 　　　【土木工事】
契約金額　 ８６，８３５，０００円　　契約金額 　５６，７００，０００円
契約の相手 鹿児島市　　　　契約の相手 湧水町
　　　　　 株式会社九電工　　　　　　　　　株式会社山下組

第１号

第２号

第３号

第４号

���������������������������������������������������������������
結　果提　案　理　由　等議　　　案

厚生労働省は１８年４月の診療報酬改定でリハビリテー
ションを新たに４系統疾患別と編成し、患者にとって保
険診療で受けられるリハビリが制限された。診療報酬上
の評価がないリハビリ継続の困難となる患者はその後の
生活に大変不安を抱えている。また、リハビリから撤退
せざるを得ない医療機関も発生しており、医療費抑制の
ためだけに一方的に切り捨てる改定は納得できない。　
【提出者】
くりの後庵クリニック　新内千鶴子氏　ほか
　　　　　　　　　　　鹿児島県保険医協会

リハビリテー
ション打ち切り
の実態把握と改
善のため政府へ
意見書提出をも
とめる陳情書

第１５号
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将
来
、
吉
松
小
・
中

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
面
を
約
２
ｍ

嵩
上
げ
す
れ
ば
約
１
万
�
が

有
効
活
用
で
き
る
。

　

整
備
の
前
倒
し
を
町
長
・

教
育
長
に
伺
う
。

 

捨
て
土
を
活
用
し
て

い
き
た
い
が
、
排
水

面
の
検
討
が
必
要
と
思
う
。

 

小
学
校
は
、
仮
設
校

舎
の
設
置
場
所
や
工

事
車
両
の
出
入
り
か
ら
同
時

並
行
は
難
し
い
。

　

中
学
校
は
捨
て
土
を
活
用

し
た
整
備
を
進
め
る
。
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子
供
達
の
夢
を
育
む

こ
と
と
湧
水
町
の
情

報
発
信
の
観
点
か
ら
次
の
提

案
に
つ
い
て
伺
う
。

　

子
供
達
の
手
紙
、
町
の
パ

ン
フ
、
ゆ
う
す
げ
の
種
等
を

同
封
し
た
風
船
を
各
学
校
か

ら
同
時
に
飛
ば
す
。

 

実
現
に
向
け
て
努
力

す
る
。

 

子
供
に
夢
を
抱
か
せ

る
セ
レ
モ
ニ
ー
と
な

る
。
町
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
の

一
環
と
し
て
学
校
と
協
議
し
、

参
画
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 

栗
野
岳
の
草
原
に
常

緑
樹
で
町
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
子
供
を
含
む
町

民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ

て
、
植
樹
す
る
。

 

栗
野
岳
の
自
然
条
件
、

景
観
と
の
マ
ッ
チ
が

要
求
さ
れ
る
。

　

関
係
団
体
等
と
調
整
し
な

が
ら
実
施
に
向
け
検
討
す
る
。
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川
添
狭
窄
部
の
堀
削

工
事
で
発
生
す
る　
６４

万
�
の
捨
て
土
の
処
置
を
伺
う
。

 

発
生
土
の
受
入
れ
を

依
頼
さ
れ
て
お
り
、

資
源
と
し
て
有
効
利
用
を
図

る
た
め
、
受
入
れ
先
の
早
急

な
確
保
を
図
り
た
い
。
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高
齢
・
障
害
者
の
行

動
支
援
及
び
介
護
者

の
負
担
軽
減
の
た
め
、
利
用

頻
度
の
高
い
町
管
理
施
設
の

階
段
の
左
右
に
手
摺
り
等
の

福
祉
補
助
具
の
設
置
を
伺
う
。

 

車
椅
子
の
常
設
、
手

摺
り
・
ス
ロ
ー
プ
の

設
置
及
び
点
字
プ
レ
ー
ト
の

敷
設
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

努
め
て
き
た
。
今
後
、
設
備

の
設
置
の
見
直
し
を
進
め
つ

つ
、
職
員
に
よ
る
誘
導
等
人

的
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進
に

努
め
て
い
く
。
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福祉補助具の景況
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域
住
民
の
連
帯
意
識
の
高
揚

の
場
を
持
て
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

 

指
定
を
受
け
た
団
体

は
、
こ
れ
ま
で
通
り

住
民
の
活
用
を
促
進
し
、
ま

た
団
体
が
利
用
者
の
指
導
も

行
い
な
が
ら
、
か
つ
自
ら
も

施
設
を
活
用
で
き
る
等
、
施

設
の
効
率
的
な
運
営
が
可
能

と
な
る
よ
う
な
事
項
を
定
め

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

 

指
定
管
理
者
制
度
及

び
そ
の
他
の
制
度
を

導
入
し
た
場
合
で
、
ご
意
見

の
よ
う
に
施
設
の
活
用
が
効

率
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

運
営
が
軌
道
に
乗
る

ま
で
の
間
（
運
営
状

況
に
も
よ
る
が
３
ケ
月
か
ら

半
年
位
の
間
）
光
熱
費
等
の

管
理
費
用
を
補
助
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

 

最
初
に
申
し
上
げ
ま

し
た
と
お
り
、
当
分

の
間
は
現
状
の
体
系
で
進
め

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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吉
松
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
は
将
来
ど

う
な
る
の
か
、
指
導
員
は

い
る
の
か
、
今
ま
で
通
り

の
利
用
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
心
配
だ
と
い
う
声
が

あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
方

針
は
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
で
の
運
営
と
な
る
の

か
伺
う
。

 

吉
松
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
の
利
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
の
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各
種
加
工
グ
ル
ー
プ
や
不
特

定
多
数
の
方
々
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
多

く
が
年
間
を
通
し
て
１
〜
２

回
程
度
と
言
う
人
も
多
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
決
算
に
お
け
る
施

設
の
使
用
料
と
維
持
管
理
経

費
を
比
較
し
て
も
採
算
の
取

れ
る
状
況
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
当
分
の
間
は
現
状
を
維

持
し
な
が
ら
、
今
後
、
使
用

料
の
改
正
等
を
含
め
指
定
管

理
者
制
度
及
び
他
の
方
法
の

導
入
を
検
討
し
て

行
く
考
え
で
あ
り

ま
す
。

 

ど
う
い
っ

た
内
容
の

現
状
維
持
か
伺
う
。

 

設
置
さ
れ

た
時
の
旧

町
の
目
的
か
ら
考

え
る
と
、
指
定
管

理
者
で
は
な
く
、

町
と
利
用
す
る
住

民
の
団
体
に
よ
る

運
営
に
よ
り
、
農

村
女
性
の
自
主
的

活
動
を
促
し
、
地

����������
����������
�
�

�
�

吉松生活改善センターの作業風景吉松生活改善センターの作業風景
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川添狭窄部の拡幅が急務とされる井堰上流
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本
町
の
河
川
に
対
す

る
整
備
は
、
災
害
に

係
る
原
形
復
旧
に
限
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
今
後
河
川

に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

 

町
で
管
理
す
る
河
川

は
栗
野
地
区　

河
川

２０

吉
松
地
区　

河
川
で
、
河
川

１３

整
備
に
は
莫
大
な
費
用
を
要

す
る
、
災
害
復
旧
事
業
等
を

活
用
し
な
が
ら
、
護
岸
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。
寄
州
除

去
等
に
つ
い
て
は
緊
急
度
を

考
慮
し
な
が
ら
、
年
次
的
に

行
い
た
い
。

 

教
育
基
本
法
が
今
国

会
で
可
決
さ
れ
て
問

題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

基
本
法
に
対
す
る
教
育
長
の

考
え
を
伺
う
。

 

今
後
、
国
の
動
向
を

注
視
し
、
法
改
正
の

趣
旨
や
そ
れ
に
基
づ
く
国
の

施
策
に
即
し
て
、
本
町
教
育

行
政
施
策
の
改
善
、
充
実
に

����������
����������
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�
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����������
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向
け
て
取
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

学
校
教
育
、
家
庭
教

育
の
中
で
い
じ
め
、

体
罰
、
不
登
校
に
対
す
る
問

題
点
は
あ
る
の
か
伺
う
。

 

い
じ
め
問
題
に
つ
い

て
は
、
本
町
内
各
学

校
に
お
い
て
も
い
じ
め
や
い

じ
め
の
疑
い
の
あ
る
事
案
が

発
生
し
て
お
り
、
そ
の
都
度
、

児
童
生
徒
や
学
校
と
保
護
者

間
の
話
し
合
い
を
基
に
指
導

を
行
い
、
ほ
と
ん
ど
の
事
例

が
解
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
不
登
校
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
生
徒
指
導
上
の
最
重

要
課
題
に
位
置
づ
け
、
学
校
、

教
育
委
員
会
、
関
係
機
関
が

連
携
し
て
解
消
に
向
け
て
努

力
し
て
い
ま
す
。
教
職
員
の

体
罰
に
つ
い
て
は
、
体
罰
の

疑
い
や
体
罰
で
は
な
い
か
と

訴
え
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
詳
細
な
調
査
を
実
施
し
、

内
容
に
よ
っ
て
は
厳
重
な
注

意
や
措
置
を
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

����������
����������
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本
町
の
一
級
河
川
の

整
備
が
進
ん
で
い
る

が
、
栗
野
と
吉
松
と
で
は
整

備
の
進
捗
に
差
が
あ
る
よ
う

に
思
う
が
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

 

現
在
行
わ
れ
て
い
る

栗
野
地
区
の
工
事
に

つ
い
て
は
、　

年　

号
台
風

１７

１４

災
害
関
係
の
工
事
が
主
で
あ

り
ま
す
。
吉
松
地
区
に
つ
い

て
も
川
添
狭
窄
部
の
調
査
測

量
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後

の
激
特
事
業
で
の
早
期
河
川

改
修
が
図
ら
れ
る
よ
う
強
く

要
望
し
て
い
き
ま
す
。
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吉
松
地
区
被
災
者
の

一
致
し
た
想
い
は
阿

波
井
堰
撤
去
で
あ
り
、
行
政

・
議
会
供
に
認
識
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
水
利
権

等
ハ
ー
ド
ル
も
高
い
。
上
下

流
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
改
修

の
観
点
等
町
長
の
見
解
を
伺

う
。

 

激
特
採
択
に
係
る
国

と
の
折
衝
で
強
く
要

望
し
、
川
内
川
河
川
整
備
計

画
に
盛
り
込
ま
れ
る
事
と
な

り
、
一
年
半
後
に
具
体
化
さ

れ
る
見
通
し
で
あ
り
ま
す
。

チ
ッ
ソ
の
水
利
権
が
平
成　
２３

年
に
切
れ
る
事
も
あ
り
激
特

の
最
終
年
度
の
実
現
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

 

湯
谷
川
及
び
北
方
地

区
内
水
対
策
の
見
通

し
を
伺
う
。

 

湯
谷
川
に
つ
い
て
は
、

　

年
雨
期
前
ま
で
に

１９

緊
急
対
策
で
護
岸
の
嵩
上
げ

を
実
施
し
、
さ
ら
に
激
特
事

業
で
抜
本
的
改
修
を
目
指
し

ま
す
。
北
方
地
区
に
お
い
て

は
激
特
に
よ
り
河
床
堀
削
、

����������
����������
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�
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����������
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寄
州
除
去
を
実
施
し
、
流
下

能
力
拡
大
に
よ
り
解
消
出
来

る
と
思
い
ま
す
。

 

阿
波
井
堰
撤
去
に
時

間
が
係
る
な
ら
、
当

面
河
道
拡
幅
に
よ
る
流
下
能

力
拡
大
は
必
須
で
あ
る
が
そ

の
見
解
を
伺
う
。

 

激
特
事
業
の
中
で
実

現
出
来
る
よ
う
強
く

要
求
致
し
ま
す
。

 

桶
寄
川
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

 

川
内
川
本
線
の
流
下

能
力
拡
大
な
く
し
て

桶
寄
の
嵩
上
げ
は
考
え
ら
れ

な
い
。
川
添
・
永
山
狭
削
部

堀
削
土
利
用
等
本
線
改
修
と

並
行
改
修
を
行
う
べ
き
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

 

激
特
に
係
る
発
生
土

量
の
取
り
扱
い
を
伺

う
。

 

土
量
は　

万
�
以
上

６４

あ
り
有
効
利
用
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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ま
す
。
本
町
に
お
い
て
は　
１７

年　

号
台
風
対
策
と
し
て
決

１４
定
し
て
い
た
川
添
・
永
山
狭

削
部
の
開
削
と
、
寄
州
除
去

を
ま
ず
実
施
し
、
さ
ら
に
激

特
事
業
に
お
い
て
５
ケ
年
で

問
題
箇
所
の
対
応
を
し
て
行

く
事
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
、

町
・
議
会
・
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
国
の
対
応
を
注
視
し

て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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川
内
川
の
激
特

事
業
が
採
択
さ

れ
た
が
、
事
業
の
進
め

方
と
湧
水
地
区
の
展
望

を
伺
う
。

 

今
後
一
般
災
害

復
旧
、
一
般
河

川
改
修
、　

年　

号
台

１７

１４

風
関
連
事
業
の
実
施
の

段
階
を
経
た
う
え
で
激

特
事
業
の
実
施
と
な
り

����������
����������
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船渡橋下流の河川改修
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全
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

連
絡
を
受
け
た
時
点

で
防
災
無
線
を
使
い
、

緊
急
放
送
で
の
地
域
の
呼
び

掛
け
は
、
何
故
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

 

警
察
に
配
慮
し
た
結

果
で
す
。
内
容
に
よ

っ
て
は
放
送
で
き
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
今
後
は
警
察
と

放
送
を
し
て
良
い
か
を
相
談

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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水
害
に
よ
り
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
か
、
現
在
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

 

検
討
委
員
会
で
検
討

さ
れ
た
概
要
は
、
北

校
舎
と
管
理
棟
を
一
体
化
し

た
建
物
で
す
。
高
床
構
造
案

と
盛
り
土
の
両
案
で
す
。
位

置
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
管

理
棟
よ
り
北
側
に
意
見
の
集

約
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
度
中
に
は
設
計
を
委
託
し

た
い
。
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行
政
改
革
は
、
財
政

改
革
と
の
双
方
同
時

に
考
え
て
い
く
べ
き
こ
と
と

考
え
る
が
、
町
長
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

 

職
員
に
よ
る
財
政
専

門
部
会
に
お
い
て
、

自
主
財
源
の
確
保
や
年
次
的

削
減
額
を
明
記
し
た
「
実
施

計
画
書
」
を
作
成
中
。
ま
た

合
併
時
に
作
成
し
た
「
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
見

直
し
を
含
め
、
行
革
大
綱
の

整
合
性
を
図
り
、
平
成　

年
17

度
を
基
準
と
し
た
「
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
作
成

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 

行
政
改
革
の
一
つ
と

し
て
職
員
の
意
識
改
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翌
年
度
に
良
い
点
、

悪
い
点
を
生
か
し
な

が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。
こ

の
件
に
つ
い
て
は
、
内
部
検

討
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

　

月　

日
町
内
に
不

11

30

審
者
が
出
没
し
た
が
、

そ
の
と
き
の
対
応
は
適
切
に

さ
れ
た
か
。

 

不
審
者
情
報
の
連
絡

を
受
け
「
警
察
・
学

校
安
全
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
シ
ス
テ
ム
で
、
適
切
に

対
応
し
ま
し
た
。
翌
日
に
は
、

各
学
校
で
児
童
生
徒
へ
の
安

�
�

����������
����������
�
�

�
�
�

革
に
つ
い
て
行
革
の
中
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
く

の
か
。

 

「
職
員
人
材
育
成
基

本
方
針
」
を
作
成
し

こ
れ
に
基
づ
く
、
各
種
研
修

を
通
じ
て
効
果
的
な
人
材
の

育
成
を
図
り
た
い
。

 

決
算
資
料
の
「
主
要

施
策
の
成
果
説
明

書
」
の
書
き
方
は
、
事
業
の

成
果
と
し
て
の
、
良
し
悪
し

の
評
価
が
で
き
る
成
果
説
明

書
に
す
る
こ
と
が
、
次
年
度

に
つ
な
が
る
事
業
の
継
続
な

ど
を
判
断
す
る
時
に
重
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
は
ど
う
か
。

�
�
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活用が期待される青パト
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測
量
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

寄
洲
除
去
の
場
所
等
に
つ
い

て
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

 

激
特
事
業
予
算
は
い

つ
頃
確
定
す
る
の
か
。

 

現
時
点
で
は
何
と
も

言
え
ま
せ
ん
。
国
が

事
業
計
画
を
検
討
中
で
あ
り
、

安
全
安
心
な
町
づ
く
り
に
向

け
て
、
し
っ
か
り
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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出
生
率
が
減
り
続
け
、

子
ど
も
の
人
口
比
率

が
世
界
最
低
に
な
り
、
逆
に

世
界
一
の
高
齢
大
国
と
な
っ

た
。
何
が
原
因
と
考
え
る
か
。

 

女
性
の
社
会
進
出
、

価
値
観
の
変
化
、
将

来
へ
の
不
安
等
、
様
々
な
原

因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

少
子
化
に
よ
る
問
題

点
は
な
に
か
。

 

労
働
力
や
消
費
の
低

下
に
よ
る
経
済
問
題
。

年
金
や
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム

が
崩
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
大

き
な
社
会
問
題
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

 

白
書
で
は
２
０
５
０

年
に
は
若
者　

人
で

１.５

高
齢
者
１
人
を
支
え
る
超
高

齢
社
会
に
な
る
と
警
告
し
て

い
る
。
少
子
化
対
策
を
ど
う

す
る
か
。

 

国
の
動
向
を
見
極
め

な
が
ら
支
援
体
制
や

環
境
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
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す
れ
ば
費
用
は
か
か
ら
な
い
。

せ
め
て
緊
急
車
両
だ
け
で
も

出
入
り
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

 

水
害
対
策
事
業
の
具

体
的
内
容
を
伺
う
。

 

阿
波
井
堰
の
上
流
部

の
開
削
は　

年　

号

１７

１４

台
風
で
予
算
が
つ
い
て
お
り
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先
の
水
害
で
吉

松
地
区
が
完
全

に
孤
立
し
た
。
吉
松
Ｐ

Ａ
に
簡
易
イ
ン
タ
ー
を

開
設
す
る
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

 

必
要
性
は
感
じ

て
い
ま
す
が
、

利
用
度
の
面
や
設
置
に

３
億
円
程
度
必
要
に
な

る
こ
と
な
ど
非
常
に
困

難
で
あ
り
ま
す
。

 

刑
務
所
や
自
衛
隊
演

習
場
な
ど
特
別
に
緊

急
を
要
す
る
施
設
も
あ
り
開

設
す
る
条
件
は
充
分
で
あ
る
。

災
害
時
に
救
急
患
者
が
発
生

し
た
ら
ど
う
す
る
か
。

 

豪
雨
や
強
風
時
に
は

高
速
道
路
は
通
行
止

め
に
な
り
、
一
般
車
両
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
緊
急
車
両

で
も
土
砂
崩
壊
で
通
行
不
能

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

今
後
は
地
震
災
害
も

予
想
さ
れ
る
。
高
速

道
路
は
耐
震
性
も
優
れ
て
い

る
。
片
側
車
線
の
出
入
口
に
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スマートインターチェンジのイメージ図  2006.12 

吉松ＰＡ

災害救助県道

国道

高速自動車道
鹿児島刑務所

自衛隊演習場

栗野地区 吉松地区

湧水町

災害救助や緊急時に対応するため吉松ＰＡ
に出入口の開設を急ぐべきである

災害救助や緊急時に対応するため吉松ＰＡ 
に出入口の開設を急ぐべきである 
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活用したい吉松パーキングエリア
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考
え
、
大
分
県
安
心
院
の
農

家
民
宿
な
ど
を
学
び
進
め
成

功
事
例
も
生
ま
れ
て
い
る
。

た
だ
情
報
発
信
的
サ
ー
ビ
ス

で
終
り
、
何
が
残
る
か
を
含

め
、
経
済
効
果
や
実
業
化
が

研
究
課
題
。

 

商
工
観
光
課
の
旧
牧

園
、
横
川
、
霧
島
協

議
会
が
あ
り
、
体
験
活
動
等

生
涯
学
習
の
観
点
で
連
携
支

援
を
図
る
。

 

住
ん
で
い
る
土
地
や

生
活
、
ふ
る
さ
と
へ

の
思
い
が
町
の
存
在
で
あ
る

は
ず
。
教
育
や
医
療
福
祉
と

利
便
性
に
経
済
等
の
安
心
安

定
創
造
が
行
政
職
務
。
官
民

一
体
の
住
民
参
画
も
提
唱
さ

れ
て
い
る
。
住
民
中
核
の
自

営
業
の
激
減
へ
の
実
態
認
識

と
後
継
者
対
策
は
。

 

当
町
は
鹿
北
製
油
、

霧
島
芸
術
工
房
、
ト

ヨ
タ
ユ
ー
ゼ
ッ
ク
の
進
出
や

タ
テ
ノ
の
増
設
な
ど
企
業
環

境
は
良
い
。
一
方
、
倒
産
企

�
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�
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業
も
あ
り
、
ま
だ
万
全
で
な

く
単
純
に
は
い
か
な
い
。
商

店
街
も
駅
中
心
に
「
互
い
に

競
い
合
い
刺
激
し
合
う
店
作

り
」「
や
る
気
」
が
必
要
で

あ
る
。
農
業
も
個
別
や
組
織

経
営
体
制
の
理
解
が
望
ま
れ

る
。
自
営
業
後
継
者
定
住
は

重
要
課
題
。

 

高
校
再
編
や
各
団
体

統
合
も
農
山
村
の
過

疎
や
少
子
高
齢
化
、
即
ち
後

継
者
就
業
の
不
安
定
の
結
果
。

振
興
計
画
の
人
口
一
万
二
千

人
は
行
政
組
織
や
予
算
の
観

点
が
強
い
。
大
山
町
は
世
帯

等
所
得
目
標
を
掲
げ
、
具
体

的
政
策
を
進
め
て
き
た
。
自

営
業
の
５
年　

年
後
の
後
継

１０

者
就
業
実
態
を
も
っ
と
堀
下

げ
、
自
然
淘
汰
と
生
活
維
持

の
収
入
分
配
を
見
据
え
る
べ

き
だ
。

 

商
工
会
を
中
心
に
各

団
体
や
民
間
経
営
実

態
や
実
践
を
学
び
、
政
策
強

化
を
図
り
た
い
。
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棚
田
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
、
夕
す
げ
、

芸
術
、
遺
産
な
ど
町
お
こ
し

の
成
果
が
見
え
る
。
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
生
産
者
、

商
工
業
者
の
連
携
が
相
乗
効

果
を
産
む
。
実
業
化
に
向
け

て
、
合
併
協
議
会
や
高
校
再

編
協
レ
ベ
ル
の
官
民
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
る
考
え

は
な
い
か
。

 

農
村
地
帯
の
自
然
や

文
化
と
ひ
と
の
資
源

を
生
か
し
、
都
市
や
他
地
域

と
の
交
流
を
通
じ
精
神
的
、

経
済
的
潤
い
を
も
た
ら
す

「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
と

����������
����������
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１０年後はどうなる？コンパクトシティはつくれるか１０年後はどうなる？コンパクトシティはつくれるか
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地
方
議
会
は
、
本
来
住

民
と
一
番
密
着
し
た
議
会

で
あ
る
が
、
市
町
村
合
併

に
よ
る
大
幅
な
定
数
削
減

と
自
治
区
域
の
拡
大
の
な

か
で
、
時
代
的
に
高
度
で

多
様
な
課
題
に
直
面
、
地

方
分
権
（
主
権
）
に
お
け

る
自
己
決
定
・
自
己
責
任

が
行
政
と
共
に
問
わ
れ
、

更
に
国
・
地
方
の
財
政
改

革
の
な
か
、
財
政
削
減
を

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
複
雑
多
様

な
背
景
や
課
題
を
踏
ま
え
、

効
率
・
効
果
的
な
議
会
運

営
と
財
政
支
出
の
効
果
や

整
合
性
を
調
査
・
提
言
す

る
議
会
を
目
指
し
、
行
政

執
行
の
住
民
福
祉
の
向
上

を
図
る
べ
き
改
革
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



１　地方制度調査会の答申や改革先進地等の事例参考による議会の役割活性化

　（例）議会独自の審議会等の設置・住民対話や説明責任の場の拡大確保

２　常任委員会等各委員会所管の課題調査や提案力の強化・活性化

３　行政との適性距離（地方自治の両輪）

　（１）行政チェック機能と提案機能の強化及び事業の効果評価等の追跡調査

　（２）住民福祉向上の行政政策への補完補強策としての共同修正提案の活用

４　財政上の改革・改善の共有

　（１）議員報酬及び議員定数の見直し

　（２）各種議会運営上の効果・効率化の再考及び議会一般管理費（施設維持）の削減

　（３）行政事業の効果と整合性の調査・提言

５　議会事務局の機能強化

　（１）議会運営（各委員会）や調査研究の日程や事務に対応できる事務局体制の機能強化
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・
地
方
制
度
調
査
会
の
資
料
参
考
（
改
正
法
の
説
明
）

・
市
町
村
合
併
に
よ
る
全
国
の
町
村
議
員
は
半
減
（
一
部
市

議
会
議
員
に
も
移
行
）
議
員
報
酬
か
ら
強
制
積
立
の
共
済

年
金
・
退
職
金
原
資
の
枯
渇
状
況
。

・
前
記
に
よ
る
負
担
減
に
よ
り
県
議
長
会
事
務
局
運
営
も
厳

し
く
な
っ
て
い
る
。
市
議
会
長
会
と
の
連
携
や
合
併
も
視

野
に
あ
る
。

・
国
や
地
方
の
財
政
状
況
と
地
方
分
権
の
三
位
一
体
改
革
の

意
図
と
現
実
等
。
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改
革
の
背
景
・
課
題
・
目
的
と
具
体
的
改
革
の
内

容
を
再
確
認
し
た
後
、
報
酬
と
定
数
に
つ
い
て
見
え

る
形
で
住
民
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
意
見
の
収
集
を

行
い
、
議
員
報
酬
も
し
く
は
議
員
定
数
と
そ
の
両
方

に
な
る
か
結
論
を
出
し
、
三
月
議
会
で
議
案
提
出
す

る
こ
と
に
合
意
し
ま
し
た
。
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昨
年
は
、
県
北
部
豪
雨

災
害
と
大
き
な
災
害
に
見

ま
わ
れ
、
住
民
の
皆
様
が

力
強
く
復
興
に
努
力
さ
れ
、

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た

事
に
対
し
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
広
報
委
員
も
災

害
、
予
算
、
事
業
等
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
も
皆
様

に
期
待
さ
れ
る
広
報
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
御
意

見
等
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞

か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
宮
里
）
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�

委

員

長　

宮
里　

�
昭

委　
　

員　

仮
屋　

良
二

　
　
同　　
　

境
田　

公
明

　
　
同　　
　

池
上　

滝
一

　
　
同　　
　

亀
澤　
　

中

　
　
同　　
　

川
田　

耕
哉
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新しくなった傍聴席

���������
議場傍聴席手摺りを改修

旧 傍 聴 席
　

議
場
傍
聴
席
の
手
摺
り
壁

が
木
製
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

傍
聴
席
の
最
前
列
で
は
一
部

視
界
が
遮
ら
れ
、
議
場
全
体

の
視
界
が
悪
い
。
議
員
が
見

え
な
い
。
な
ど
の
意
見
を
傍

聴
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
度
、
手
摺
り

壁
を
ア
ク
リ
ル
板
に
改
修
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
議
員
は
も

ち
ろ
ん
議
場
全
体
が
見
渡
せ

る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
傍
聴

し
や
す
い
環
境
と
な
り
ま
し

た
。
是
非
ご
来
場
下
さ
い
。
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真
剣
に
聞
き
入
る
吉
小
６
年
生
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「うわぁ、みんなすごい。」

　議会では、台風や災害のことを話し合っ

ていました。ぼくはとても感激して、一回

拍手しそうになりました。議員さんと町長

さんは、湧水町のことをとても考えてくだ

さって、すごいなぁと思いました。


